
 

 

 

平成３１年４月１８日実施 ・ 令和元年７月３１日文科省結果公表 

 

  学力調査の結果について（美祢市の平均正答率）     

◎：全国平均をやや上回っています。 ○：全国平均と同程度です。 △：全国平均をやや下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査から明らかになった美祢市の「成果」◎と「課題」△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【美祢市】中学３年生：１６２人 小学６年生：１７１人  

中
学
３
年
生 

国
語 

◎ 
・文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつ。【読むこと】 

・書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討する。【書くこと】 

△ 
・封筒の書き方を理解し、文字の大きさや配列などに注意して書く。【伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項】 

・話合いの話題や方向を捉え、それを踏まえて自分の考えをもつ。【話すこと・書くこと】 

数
学 

◎ 
・平行移動や反例の意味を理解している。【図形】 

・総合的・発展的に考察し、得られた数学的な結果を事象に即して解釈する。【数と式】 

△ 
・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する。【関数】 

・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する。【資料の活用】 

英
語 

◎ ・語と語の連結による音変化を捉えて、情報を正確に聞き取る。【聞くこと】 

△ 

・与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意してまとまりのあ

る文章を書く。【書くこと】 

・書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容や書き手の意見な

どを捉える。【読むこと】 

小
学
６
年
生 

国
語 

◎ 
・目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読む。【読むこと】 

・インタビューの場面で相手の意図を捉えながら聞き、自分の理解を確認する質問をする。

【話すこと・書くこと】 

△ 
・目的や意図に応じて自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く。【書くこと】 

・漢字（同音異義語）を文の中で正しく使う。【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事

項】 

算
数 

◎ 
・棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取る。【数量関係】 

・台形について理解している。【図形】 

△ 

・示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記述する。

【数と計算】 

・二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それらを関連付けて、一人当たりの水

の使用量の増減を判断し、判断の理由を記述する。【量と測定】 

 

中
学
３
年
生 

国語 数学 英語 

◎ ○ ○ 
小
学
６
年
生 

国語 算数 

○ △ 
 



国語  文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつことについて

正答率が高いです。【1 三 正答率】市：９４％ 全国：９１％ 

 

 

 

 

 

 

  

    

中学３年生 国語 全国平均をやや上回っています。 

 

成果 

国語  書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討するこ

とについて正答率が高いです。【3 一 正答率】市：９０％ 全国：8７％ 
成果 

正答率は整数で示しています。 

（小数点第１位を四捨五入） 



国語  封筒の書き方を理解して書くことについて正答率が低いです。 

【1 四 正答率】市：６２％ 全国：５７％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題 

国語  話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつことについて正答率が低いです。 

  【2三 正答率】市：６２％ 全国：６０％ 

話し合いをする際、発言の仕方で留意する点を確認したり、目指す到達点に向けてどう絞

り込めばよいかを考えたりするなど、必要に応じて話し合いの仕方を見直しながら進めます。

また、国語科で学んだ話し合いの仕方を、他教科等の言語活動に生かすように指導します。 

学校では 

近況を伝える手紙、何かを依頼する手紙、お礼の気持ちを伝える手紙…。相手を意識する

ことで、丁寧に読みやすく書いたり、手紙の形式に込められた相手への敬意について考えた

りする機会となり、社会生活に役立つ書写の能力が育まれます。 

家庭では 

 

課題 



 

 

 

 

 

 

  

数学  平行移動（【3 正答率】市：８９％ 全国：８４％）や、反比例（【7(2) 正

答率】市：８2％ 全国：７７％）の意味を理解することについて正答率が高

いです。 

    

 

成果 

中学３年生 数学 全国平均と同程度です。 

 

数学  総合的・発展的に考察し、得られた数学的な結果を事象に即して解釈すること

について正答率が高いです。【9(3) 正答率】市：７０％ 全国：７0％ 
成果 



 

 

 

  

「どのように求めたか」と問いかけて説明させたり、条件を変えて作問させたりする活動

を日常的に取り入れます。また、統計的な解釈や判断を振り返る場面を設定し、多面的に吟

味し、よりよい解決や結論を見出そうとする態度を養います。 

学校では 

「関数」や「割合」は、新聞や書籍に掲載してあるグラフや数値データの中にも数多く登

場します。授業での学習と実際の生活につながりを感じることで、学ぶ意欲がいっそう高ま

ります。家庭においても、生活の中の数学を一緒に探してみましょう。 

家庭では 

 

数学  事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することについて正答

率が低いです。【6(2) 正答率】市：３４％ 全国：３５％ 

【正答率】市：３４％ 全国：3５％ 

 

課題 

数学  資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することにつ

いて正答率が低いです。【8(2) 正答率】市：３５％ 全国：４１％ 

課題 



英語  語と語の連結による音変化を捉えて、情報を正確に聞き取ることについ

て正答率が高いです。【1(1) 正答率】市：９２％ 全国：９１％ 

 

【正答率】市：90％ 全国：88％ 

英語  与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意し

てまとまりのある文章を書くことについて正答率が低いです。 

 【10 正答率】市：1％ 全国：２％ 

英語  書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容や

書き手の意見などを捉えることについて正答率が低いです。 

 【正答率】市：９％ 全国：１１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学６年生 国語 全国平均と同程度です。 

 

中学３年生 英語 全国平均と同程度です。 

 

成果 

一文一文を聞き取る・読み取るだけでなく、目的・場面・状況等に応じて聞く・読む言語

活動を大切にします。また、即興のやり取りをはじめとして、話すこと・書くことの発信の

言語活動を充実させていきます。 

学校では 
 

美祢市では、心豊かでグローバルな人材育成を図るために、中学生の海外派遣や実用英語

技能検定料の全額補助を実施しています。また、イングリッシュクラブやイングリッシュビ

レッジも定期的に実施し、英語にふれる機会を多く設定しています。ぜひ、ご活用ください。 

家庭では 

 

課題 

課題 



国語  目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読むことについて正答率が高

いです。【2 二 正答率】市：８８％ 全国：８９％ 

国語  話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認するた

めの質問をすることについて正答率が高いです。 

【3 一 正答率】市：７６％ 全国：8１％ 

 

 

 

 

  成果 

成果 

小学６年生 国語 全国平均と同程度です。 

 



 

 

  

国語  目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くことにつ

いて正答率が低いです。【1三 正答率】市：3２％ 全国：２９％ 

 

 

課題 

自分の考えをまとめる際は、選んだ事柄が自分の考えの理由や事例として、ふさわしいか

どうかを吟味する時間を設けます。また、記述の際は、調べて分かったことと自分の考えと

を区別し、文末表現などに気を付けて書き分けることを意識できるようにします。 

学校では 

生活の中で書く機会が少なくなっている影響もあり、漢字を適切に使って整った文を書く

ことが苦手な児童が少なくありません。日記や行事の感想などで自分が書いた文章を見直す

習慣をもつとともに、読書などインプットの部分も大切にしてほしいと思います。 

家庭では 

 

国語  漢字（同音異義語）を文の中で正しく使うことについて正答率が低いです。 

【1四(1)ア 正答率】市：３６％ 全国：４２％ 

 

 

課題 



算数  棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ることについて正答率が高いです。 

    【2(1) 正答率】市：9５％ 全国：9５％ 

算数  基本的な平面図形（台形）を理解することについて正答率が高いです。【1(1)

正答率】市：９４％ 全国：９３％ 

 

 

 

  

成果 

小学６年生 算数 全国平均をやや下回っています。 

 

成果 



 

 

 

算数  示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性

質を、言葉を用いて記述することについて正答率が低いです。 

    【3(2) 正答率】市：３０％ 全国：３１％ 

課題 

計算が確実にできるとともに、計算に関して成り立つ性質を活用することで、能率的に計

算するよさを味わうことができるようにします。また、複数の資料を組み合わせることで、

新たなことを見出す場面を設定し、表やグラフの有用性を実感できるようにします。 

学校では 

グラフについては、アンケート調査や統計調査結果のグラフにふれる機会を設けることで、

何をどのようにグラフ化しているものなのかを話題にしてみましょう。また、自主学習や自

由研究などで複数の種類のグラフを作ることも、学習の定着や活用につながります。 

家庭では 

 

算数  二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それらを関連付けて一人

当たりの水の使用量の増減を判断し、判断の理由を言葉や数を用いて記述す

ることについて正答率が低いです。【2(3) 正答率】市：３５％ 全国：５２％ 

課題 



   学習状況調査（児童生徒質問紙）の結果について 

 

質問紙 

肯定的回答の割合が全国よりも高かった項目（小中平均） 

項    目 市 （全国） 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。【人権意識】 97％（96％） 

学校のきまりを守っていますか。【規範意識】 97％（94％） 

 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。【他者への貢献意欲】 96％（95％） 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。【教師との信頼関係】 91％（84％） 

 小学５年生まで（中学 1、２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか。【主体的な学び】 
81％（76％） 

 話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思

いますか。【対話的で深い学び】 
81％（73％） 

  小学５年生まで（中学 1、２年生のとき）に受けた授業で、自分の考えを発表する機

会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表

していたと思いますか。【プレゼンテーション能力の育成】 
70％（59％） 

授業でもっとコンピュータなどの ICT を活用したいと思いますか。【ICT 活用】 89％（82％） 

今住んでいる地域の行事に参加していますか。【地域貢献】 74％（59％） 

 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。【地域への貢献

意欲】 
54％（47％） 

肯定的回答の割合が全国よりも低かった項目 

 項    目 市 （全国） 

小学６年生 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれ

くらいの時間、勉強をしますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教

師に教わっている時間も含む） 

1 時間以上 

54％（66％） 

  読書は好きですか。 69％（75％） 

中学３年生 

将来の夢や目標を持っていますか。 69％（71％） 

あなたは将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就い

たりしたいと思いますか。 
32％（41％） 

 

美祢市の推進施策の柱の一つとして、「教育環境の充実」を掲げています。授業においては、

「教えて考えさせて定着させる授業」を基本とした授業改善に取り組み、「学ぶ意欲と確かな学

力」の育成を図っています。また、イングリッシュクラブやイングリッシュビレッジなど、生

きた英語力を培う外国語教育の推進や、日本ジオパーク認定の恵まれた大自然を生かしたジオ

パーク学習の充実を通して、美祢市の子どもたちの「豊かな心」「ふるさとを愛する心」を育ん

でいます。 

現在、美祢市の全小・中学校がコミュニティ・スクールとして、それぞれの中学校区におい

て「めざす子どもの姿」を共有し、学校・家庭・地域のつながりを大切にしながら、小中９年

間の成長を見据えた取組を進めています。あわせて、すべての小・中学校に教師用タブレット

を配付し、学校のＩＣＴ環境の充実にも力を入れているところです。 

これからも、未来を担う子どもたちの夢や希望が一層輝くよう、教育環境の更なる充実に全

力で取り組むとともに、学校・家庭・地域が一体となった取組を推進していきます。 


